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祭魚洞文庫本『百人一首 全』に関する若干の考察 ― 2 ―― 3 ―
一般への普及により、教養書として、また、遊戯としてのかるたの盛行による手引き書として、歌人名、歌、歌仙絵を各丁一人ずつ配した墨刷りの本としていずこかの 肆によって出版されたのであろう。当時の版本の初版は、版木の破損を防ぐために百部から二百部と言われているが、 書がどれほどの部数印刷されたかは全く判らない。ただし、版木が残ったということは、ある程度の反響があって増刷もされたのではないか 推察される。というのは 商業出版された本の版木は、版材が貴重な め 商品 しての寿命が尽き時点で鉋を掛けら て他の作品 版木に転用され、湮滅してしまうからである。 お、これは一枚 浮世絵も同様である。
その後を経緯を推察すると、以下の通りである。ある時、本書の
当初の版元が、版木を手放す事態が生まれた。江戸時代の出版界においては、 権を譲渡するこ は、版木 譲渡を行うことであった。版権譲渡については、当事者同士の相対の場合もあるが、版木市という場もあった。いず の経路によったか、 木は当初の版元とは別の者に譲渡された。その際、先に述べ ごとく、版木を中央で左右に分断し、版の中央に板を加えた である。
この改変については、もう一つの可能性も考えられる。それは、
本書の出版が複数の版元による共同出版の場合である 共同出 の場合、一方の版元に勝手 増刷をされな ために、版木を分割して所有し、増刷の際に版木を合わせ 一冊を構成す ようにしておく。すなわち、版木は出版当初から分断 て とい ことである。とすれば 入手した者 散逸や面付け 誤り 防ぐ め 中央に木を加えて版を復元したのである。
いずれにせよ、版の中央に木を加えた目的 不明である。あるい




















枚刷りの初期浮世絵や鈴木春信などの商業出 と比べ と、随分稚拙と言わざるを得ない。一番最初に刷ら る墨 において、小野小町（第五丁裏） 、紫式部（第二十九丁裏） 周防内侍（第三十四丁裏）の顔の部分と、参議篁（第六丁裏） 全体が二度刷りをされている。一枚ごとに版に絵の具を乗せ、 毛で広げ、紙を置いてばれんで紙の繊維の中に刷り込む（これを 師の世界ではきめ込むと言う）ので、こ ようなことは起 りえない。仮 、不良品が出れば、すぐに確認できるので、不良品として外すことが可能である。排除することが はずであり よほど用紙の余裕 なかったか、刷りの出来栄えに無頓着であったかと 悪 想像をしてしまう。刷りは表裏の絵柄を同時に刷るものなのに 表になる面 墨版がずれていないのも不思議である。また、色 もずれて る。 版の版下絵となる校合摺には当然見当が付けられていた あろうから、とても職人の仕事とは思えな 出来である。
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ここからは、次のような推察も可能となる。木版本というと、一





























白紙が貼られ、次に遊紙はなく、本文四十八 で後にも遊紙はなく、裏表紙になっている。この裏表紙に 見返しの白紙が貼られていないので、裏表紙の裏が見える。また、第一丁裏に天智天皇 第二丁表に持統天皇、同裏に柿本人麿 歌仙絵がそれぞれ切り抜かれて貼り込まれている。
これについては、次の様な推察も可能である。すなわち、この三
面には、それぞれに歌人名と歌とが書き込ま てい 。その次 所蔵者または転売を企図した古書籍商かが、この二丁を本から外して歌仙絵だけを切り抜き、遊紙を利用して貼り込んで再製本し 。のために遊紙に加えてもう一丁 必要となり、表表紙に見返しとして貼られた白紙は のま とし、裏表紙の見返しを使った 以上の推測には証左はない。ただし、表紙の虫損と天智天皇が貼り込まれた第一丁の虫損とは連続していない。一方、第二丁の虫損は表紙と連続する。よって、第一丁 後から挿入されたものであることが判るので、虫害に遭ってから丁合が変更され こ は明白である。
本文途中の、第十三丁（菅家・三条右大臣）と第三十八丁（源俊
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領域へと展開す 早く江戸初期から中国明版の詩箋（漢詩を書くための用箋で、花鳥・山水・人物・文房具などの絵を、一隅に淡い色刷りで配した雅趣あるもの）などが日本にもたらされ 貴人・大名・高僧などの日用に用いられていた を、日本でつくることに成功した。それは墨線のみの墨板で刷った絵（主版と呼ぶ）の上に、一色ご の色板を作って重ね刷りするもので、色がずれないように、版面に「見当」とよばれ 目印をつけ おい刷った。 （中略・引用者による）初めは二、三色に手彩色なども交えて作れ、後にはいわゆる錦絵と言われ ほ 美麗なも となったが、それとてもせいぜい十色ほどを重ねているにすぎない。 」
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